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 会 議 録 

会 議 名 第 67 回 八王子市ごみゼロ社会推進協議会  

日 時 
令和 5 年（2023

年）2 月 6 日（月） 
開始 

午後 2 時

00 分 
終了 

午後 3 時

45 分 

場 所 八王子市役所本庁舎 8 階 801 会議室 

出 

席 

者 

委 員 

石井委員、守屋委員、吉田委員、秋間委員、間嶋委員、 

平澤委員、下山委員、佐怒賀委員、嶋田委員、安瀬委員、 

伊藤委員、増渕委員、大貫委員 

                                            以上 13 名 

事 務 局 等 

真辺資源循環部長、木下循環型都市推進専門管理官、奈良ご

み減量対策課長、河内廃棄物対策課長、高野清掃施設整備課

長、森田ごみ総合相談センター所長、久保田戸吹清掃事業所

長、平井館清掃事業所長、岡田戸吹クリーンセンター所長、熊澤

館クリーンセンター所長 

 

【ごみ減量対策課】白鳥主査、田代主査、小楠主任、前田主事、

小口主事、森田（亮）主事、宮本主事、大神田主事、森田専門員 

【清掃施設整備課】枝根課長補佐、稲田課長補佐 

【協力会社】衛藤、渡邉、勝見 

欠 席 者 
押山委員 

                                           以上 1 名 

議 題 等 
１．議題 

 次期ごみ処理基本計画における主な施策（案）について 

2.その他 

公開･非公開の別 公開 

傍 聴 人 なし 

配 布 資 料 

会議次第 

第 67 回ごみゼロ社会推進協議会 席次表 

八王子市ごみゼロ社会推進協議会 委員名簿 

資料 1 次期ごみ処理基本計画における主な施策（案） 
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議題 

1. 次期ごみ処理基本計画における主な施策（案）について 

 

【意見、質疑応答等】 

＜食品ロスの削減＞ 

委員：ダンボールコンポストの普及促進とあるが、市から希望する

市民に支給するのか、それとも市民が自ら購入するのか。 

 市 ：市民がダンボールコンポストを購入し、それに対して市が購

入費の 4 分の 3 を補助する制度を整備している。 

委員：補助制度は現在も利用可能で、今後も継続して実施する

のか。 

 市 ：補助制度は継続して実施する。 

 

委員：食品ロス削減のための周知啓発は、具体的にどのようなこ

とを行うのか。 

 市 ：広報誌等の配布やイベントでの声掛け、ホームページ、動

画配信、SNS 等を用いて従来以上の周知啓発に取り組み

たいと考えている。 

委員：食品ロス削減の方法の１つとして、賞味期限・消費期限の

違いについて、具体例を示してわかりやすい周知啓発をし

ていただきたい。 

 

委員：学校教育と連携した啓発は、小学校や中学校のほかに高

等学校や大学との連携も想定しているのか。 

 市 ：小学校や中学校では、学校給食で食育活動を実施してお

り、今後も継続して実施する。高等学校や大学は、市立学

校がないため現在実施できていないが、保健所が SNS で

食育等を行っているため、その取組と連携し、高校生、大学

生への啓発を拡充していきたいと考えている。 

 

委員：生ごみリサイクルリーダーの選出方法や活動内容はどうい

ったものか。また、現在何人選出されているのか。 

 市 ：現在、生ごみリサイクルリーダーは市内で全 10 名であり、

主にダンボールコンポストの利用を推進するための講習会

等で講師をしていただいている。生ごみリサイクルリーダー

は積極的に資源化に取り組まれている市民に声掛けし、養

成講座を受講してもらったうえで、選出している。今後も生

ごみリサイクルリーダー増やしていくために、養成講座の継

続・拡大をしていきたいと考える。 

委員：生ごみリサイクルリーダーに年齢制限等はあるのか。 

 市 ：特にない。 
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委員：生ごみの登録制回収とはどのようなものか。 

 市 ：2022 年 10 月からモデル事業として、一部地域を対象に

生ごみ専用のバケツを貸与し、排出された生ごみを民間リ

サイクル施設に運搬し、リサイクルしている。現在 100 世帯

程度で実施していて、今後は、生ごみ処理機やコンポスト

の普及と組み合わせて拡充していきたいと考えている。 

 

委員：事業者の食品ロス削減の方法として冷凍保管がある。市民

への周知啓発や事業者への急速冷凍機の補助事業の実施

等をしてはどうか。 

 市 ：ご意見は参考にさせていただく。 

 

＜プラスチックの資源循環＞ 

委員：可燃ごみや不燃ごみに混入している資源化可能なプラスチ

ック類とは何か。 

 市 ：可燃ごみや不燃ごみに混入している容器包装プラスチック

を想定している。ただし、今後製品プラスチックの資源化に

向けた施設整備を検討していく中で、新施設の処理対象物

として資源化可能なプラスチック類が増える可能性はある。 

 

委員：学生は住民票を移さない場合も多く、ごみの分別方法を知

らずに出している場合がある。その場合の周知はどのよう

に行うのか。 

 市 ：大学と連携し、ごみ分別についての広報誌の配布等を検討

する。 

委員：学生は集合住宅に住む場合が多いと思うので、集合住宅

の集積所に分別方法を周知することはできないか。 

市 ：現在も分別が不十分な集積所に指導員が出向き啓発した

り、分別ボックスを設置したりする対策を行っている。こうし

た取り組みを今後も継続していく。 

 

委員：最適なプラスチック資源化手法の検討とあるが、具体的な

資源化手法は決まっているのか。 

 市 ：現時点では決まっておらず、資源化手法の調査検討を行っ

ている。 

 

委員：容器包装プラスチックと製品プラスチックの分別収集はしな

いのか。 

 市 ：分別収集が良いか一括収集して施設で機械選別が良いか

は今後検討する。 
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委員：プラスチックごみの有料化について、市としてはどのように

考えているのか。 

 市 ：プラスチックの資源化手法にもよるため、施設整備や分別

方法等も含めて検討したいと考えている。 

委員：プラスチックごみの有料化を行う場合は、市民理解が重要

になるため、しっかりと説明を行い、進めていただきたい。 

 

委員：プラスチックごみの有料化によって、可燃ごみにプラスチッ

クを入れる等分別率の低下を招くことはないか。 

 市 ：既に導入されている自治体の事例を確認する。 

 

委員：プラスチックごみの有料化よりもプラスチックを色別に分け

るなど、分別の細分化を行う方が資源化しやすくなるので

はないか。 

 市 ：資源化手法と併せて分別区分、有料化を検討する。 

 

委員：ボランティアが着ているビニール製ジャンパーはプラスチッ

クごみ削減の観点からはどうなのか。 

 市 ：化学繊維であるため、現時点では製品プラスチックとして

対象外だが、マイクロプラスチックの発生源にもなるため、

今後研究していく。 

 

＜三者協働、家庭系＞ 

委員：各町会・自治会が行うイベントで市のブースを用意し、啓発

を行ってはどうか。 

 市 ：新型コロナウイルス感染症の影響で近年開催機会が減少

しているため、改めて連携して啓発していきたい。 

 

委員：事業者への啓発と市民への啓発は分けて行っていただき

たい。 

 

委員：資源循環に関する学習拠点を周知啓発と併せて検討して

いただきたい。 

市 ：令和 4 年 10 月より稼働している館クリーンセンターでは、

ごみの学習拠点として、デジタル技術を取り入れた展示を

行っている。 

 

委員：企業による体験学習とはどういうものを想定しているか。 

 市 ：八王子市環境教育プログラムガイドブックに掲載されてい

る事業者の体験学習や企業主催の公開授業を想定してい

る。 
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委員：市民に合わせたきめ細やかな情報提供、相談体制として、

掲示板での広報や不動産会社との連携、ごみに関する常

設の相談窓口の開設等を行うとよいのではないか。 

 市 ：現在、ごみ分別等のポスターや掲示物を作成し、各清掃事

業所やごみ減量対策課にて配布している。不動産会社との

連携や相談窓口の開設は検討する。 

委員：ポスターや掲示物は、年齢層別に作成するとより効果的で

あると思う。 

委員：若者は広報等を見ることが少ないため、紙面による啓発だ

けでなく、他の手法も用いてわかりやすく啓発したほうが、

効果的であると思われる。 

 

＜事業系、収集・施設＞ 

委員：民間の資源化施設を活用していくことも考えられるが、民

間施設との連携や今後の資源化に向けた構想は、どのよう

になっているのか。 

 市 ：現在、民間施設の誘致を含め民間業者への調査をしてい

る。 

 

委員：不燃ごみ、古紙の分別区分の見直しとあるがどのように考

えているのか。 

 市 ：現在は、瀬戸物やガラス、小型家電を不燃ごみとして回収

し、施設で細かく分別している。今後、不燃ごみを収集する

段階で分別区分を増やした方がいいか検討していく。古紙

も種類が多いため、ある程度まとめて収集する方がいいの

か検討していく。 

    品目によっては分かりにくいものもあるため、わかりやすく

分別することができればと考えている。 

委員：分別区分を増やすこと、減らすことは一長一短な面がある

が、あらゆる側面から調査・研究し、市民が分かりやすい分

別区分を検討していただきたい。併せて、将来を見据えた

対応を行ってほしい。 

 

委員：紙おむつは資源化していく方針か。 

 市 ：現在検討している。 

 

2. その他 

（特になし。） 

 

次回のごみゼロ社会推進協議会の日程について 

 市 ：令和 4 年度の協議会は今回が最後となる。令和 5 年度の

協議会開催日程については、後日改めて連絡する。 
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